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市区町村名 愛媛県宇和島市 

担当部署 総務部総務課 

電話番号 （0895）24-1111 

 

１ 取組事例名 

宇和島クラブ 

２ 取組期間 

平成 19 年度～（継続中） 

３ 取組概要 

宇和島クラブ会員に年に 2 回「クラブ通信」を発行し、宇和島の様々な情報を発信する。 

関東（東京）、近畿（大阪）、中部（名古屋）地区で年に 1 回交流会を開催。 

４ 背景・目的 

宇和島市政の発展を図るため、市外で活躍されている宇和島市出身者や宇和島を愛し応援して

くださる方々に、「ふるさと宇和島」からの情報を発信するとともに、幅広い提言や支援を得

ることを目的として設置した。入会費、年会費は無料。 

５ 取組の具体的内容 

・宇和島クラブ通信の発行 

 全会員に向けて、宇和島市の近況やイベント情報等を掲載した「クラブ通信」を年に 2 回（6

月・12 月）発行している。 

 あわせて、庁内各課および協賛事業所からのお知らせチラシや地元情報誌を同封している。 

 

・ブロック別交流会の開催 

 東京、大阪、名古屋の各会場で、年に 1 回ブロック別交流会を開催している。 

 交流会では、市長が市政報告を行うとともに、宇和島の特産品販売や景品抽選会を実施。 

 ※交流会参加費として 6,000 円を徴収。夫婦で出席の場合は 1 人 5,000 円に割引。 

 

・会員特典 

 ①宇和島市内の協賛事業所（飲食店・宿泊施設・小売店）において、各種割引サービスを受

けられる。 

 ②年間 1,000 円で広報うわじまの定期購読を申し込める。 

 ③市が発刊している書籍の無料発送サービス。 
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６ 特徴（独自性・新規性・工夫した点） 

ふるさと納税の寄附者に対しても宇和島クラブへの入会を案内しており、寄附件数の増と比例

して会員数も増加している。  

７ 取組の効果・費用 

渋谷区恵比寿に宇和島伊達家の下屋敷があったこと、現在も「伊達町会」という町会名が残っ

ていることなど、宇和島市と渋谷区のつながりに着目した宇和島クラブ会員（渋谷区職員）か

らの提案をきっかけに、「渋谷区くみんの広場 ・ふるさと渋谷フェスティバル」に宇和島市の

ブースを出展しており、地域産品をＰＲするとともに宇和島市を広く知っていただく機会とな

っている。 

27 年度には関東ブロック交流会を渋谷区恵比寿で開催し、渋谷区長にも参加していただいた。 

 

・平成 27 年度歳出（2,047 千円） 

８ 取組を進めていく中での課題・問題点（苦労した点） 

全体の会員数は比較的順調に増えているが、若年層の加入が伸び悩んでいる。ブロック別交流

会への参加者にも同様の傾向が見られる。 

新規会員、特に若年層の会員を増やすために、今一度、各校同窓会事務局等との連携を図り「宇

和島クラブ」の情報を発信していきたい。 

９ 今後の予定・構想 

定期的に交流会を開催している関東、近畿、中部ブロックの他の地域においても会員数を増や

し、交流会の開催を目指したい。 

【会員数】1,677 人（H28.6.30 現在） 

関東：715 人、近畿：532 人、中部：162 人、四国 100 人、中国：67 人 

九州：51 人、東北・北海道：50 人 

１０ 他団体へのアドバイス 

既に組織されている各地域の愛媛県人会や高校同窓会事務局の協力が必要不可欠となる。ま

た、それ以外にも各地域の核となる人物と連携を図りつつ、地道なＰＲを継続することが大事。 

１１ 取組について記載したホームページ 

http://www.city.uwajima.ehime.jp/site/uwajimaclub/ 
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